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■梅雨明けが今か今かと待たれる毎日ですが、先日の雨上がり、校庭に水たまりができていました。する

と、低学年の子どもたちが嬉しそうに集まり、「水たまりがキラキラしゆう」「空が写っちゅう」と嬉しそうに教

えてくれました。大人はつい「服が汚れるよ」「早く梅雨が明けないかな」とマイナスに捉えてしまいがちな

雨ですが、子どもたちにとっては、それすらも新しい発見や遊びの舞台になります。どんな環境でも楽しみを

見つけ出せる子どもたちの感性には、いつも驚かされ、心があらわれる思いがします。 

 間もなく、梅雨が明け、眩しい夏の青空が広がります。子どもたちがこの梅雨の時期に見せてくれた「目の

前の小さな変化を楽しむ心」を大切にしながら、これからの暑い季節も、一人一人の健やかな成長を温かく

見守っていきたいと思います。 

さくらだより
【本年度の重点目標】 

「学び方を身に付け、 

自ら考え続ける子どもの育成」 

令和８年７月１日 No.11 校長だより 

伝え合い  学び合う  佐古の子

   佐古小学校 

いよいよ１学期のまとめの時期となりました。 

全員が元気に終業式を迎えられるよう、体調には気をつけて過ごしましょう。 

K輝く夏を迎えるために 

頼もしい先輩がやってきた 野市中学校職場体験 

■６月２５日（木）、２６日（金）の２日間、野市中学校の３年生１０名が、職場体験学習として本校に来てくれま

した。１０名の生徒は、授業中にミニ先生として小学生の学習のサポートをしてくれたり、休み時間には一緒に

遊んでくれたりと大活躍！ 

 小学生にとっては、優しくてかっこいい「憧れのお兄さん・お姉さん」と過ごす特別な時間となり、子どもたち

からはたくさんの笑顔があふれていました。本校の卒業生ということもあり、立派に成長した姿に、教職員一同

嬉しい気持ちでいっぱいになりました。中学生の皆さん、地域のすてきな先輩として、小学生の皆をリードして

くださいね。本当にありがとうございました。 

「２日間楽しかったです。」「教師になる夢を叶えたいと思い

ます。」「分かるように伝えることの難しさを実感しました。」

等、２日間で感じたことを交えながら挨拶してくれました。 


